
第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

１　発達段階に応じた読書活動の推進

　（１）　乳幼児期における取組

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考

生
涯
学
習
課

①乳幼児健診等における本と出会う場づくりの普及・促進
　子どもが身近な大人を通して本と出会うために、県内全市町村において、教育委員会、市町村立図書館等や
子育て支援関係の様々な機関が連携・協力して、ブックス　タート応援事業等を実施しています。今後も継続して
実施されるよう、情報提供や活動の支援に努め、幼児期の読み聞かせ等から発達段階に応じた働きかけや子ど
もの興味・関心に応じた働きかけを行うとともに、保護者も一緒になって読書に親しむことを促進します。
　　・ブックスタート応援事業

②子ども読み聞かせ運動（読育運動）の実施
　子どもが成長・発達段階に応じた良い本と出会えるように、継続して推薦図書リストである「絵本おはなし・宝
箱」と啓発用チラシを作成し、乳幼児健診時等に配付します。その際、市町村立図書館等や子育て支援関係の
部局、読書ボランティア等の連携・協力により、読み聞かせや講話等を行い、家庭読書や図書館利用につながる
よう働きかけます。
　また、保育所・幼稚園等へも「絵本おはなし・宝箱」を配付し、保育者等が読み聞かせ等を行う時の選書の参考
としたり、掲載している本が読み聞かせされたりするよう、活用を促します。
このように、乳幼児期から継続して読書活動（読み聞かせ）が行われるよう、子ども読み聞かせ運動（読育(どくい
く)運動）を実施します。
　【重】・子ども読み聞かせ運動（読育運動）

①乳幼児健診等における本と出会う場づくりの普及・促進
・ブックスタート応援事業の実施：推薦図書リスト「絵本 おはなし 宝箱」及び啓発用チラシ
の作成。（各7，000部）
・各市町村で乳幼児健診時等、保護者と乳幼児が一緒になる機会に配布し、家庭での読
み聞かせを促進する。

②子ども読み聞かせ運動（読育運動）の実施
・保育所や幼稚園等に推薦図書リストを配布、選書や読み聞かせ等に活用されるように
促す。
　配布数：乳幼児健診等5,600部、保育所・幼稚園 660部（各園2部）、
　　　　　　その他（研修、各園取組等）685部　（H30.11.12 現在）

①乳幼児健診等における本と出会う場づくりの普及・促進
（成果）
・継続して取り組んできたことで、各市町村で乳幼児健診時以外にも読み聞かせ活動の啓発が行われてきた。

（課題）
・今後も引き続き、市町村訪問等を通じ、計画的な読書活動の取組が行われるよう啓発していく必要がある。
・「絵本 おはなし 宝箱」の発行から９年目となり、推薦図書リストも古くなってきたため、内容について協議していく必要
がある。

②子ども読み聞かせ運動（読育運動）の実施
（成果）
・継続的な啓発により、読み聞かせやブックスタートの取組について徐々に認知されてきている。

（課題）
・市町村訪問等により啓発を進めるとともに、子どもが本に触れる機会の充実に向けて、引き続き取組を実施していく
必要がある。

③保育者への園内研修等の充実
　保育者に対し、指導計画等に位置付いた指導ができるよう、読書活動の意義や重要性、発達段階に応じた図
書の選定、親子読書への取組等について、また、保護者や公立図書館等の職員、読書ボランティア等との連携
について、園内研修等の機会を捉え啓発していきます。　　　　　
　・園内研修支援事業　　　

③保育者への園内研修等の充実
・各園に訪問する機会を捉え、日々の保育・教育における読書活動の重要性を伝え、園
内研修の啓発を行った。

③保育者への園内研修等の充実

（成果）　
・97.1％の園で指導計画の位置付けがあり、各園で絵本に親しむ機会が設けられていた。
・読書活動に関する研修に取り組んでいる園は増加傾向にあり、高知県教育センターで実施している保育技術専門講
座（読書） への参加も多い。
（課題）
・研修内容の充実を図るために、園の読書活動の実践を聞く機会等、講座内容の充実を図っていく必要がある。
・園内研修などの機会をとらえ、日々の保育・教育における読書活動の大切さや取組方法についてさらに啓発を行っ
ていく。

④保育所・幼稚園等における読書活動調査の実施
　保育所・幼稚園等における読書活動についての調査を実施し、その結果を踏まえ、読書活動のさらなる充実の
ための啓発に努めていきます。

④保育所・幼稚園等における読書活動調査の実施
・各園における読書活動についての調査を実施し、その調査結果を踏まえ、読書活動の
更なる充実を図るために啓発を行った。（小中高生との連携・交流活動において、内容充
実に向けた工夫など）

④保育所・幼稚園等における読書活動調査の実施

（成果）
・読書活動の調査では、子ども読み聞かせ運動としてH29年度から保育所･幼稚園等へ「絵本おはなし宝箱」を配付し、
活用を促してきた。アンケート調査による活用率は72.8％となっており、その内訳は絵本購入のための選書や読み聞
かせのための絵本選びである。
（課題）
・「絵本おはなし宝箱」の活用方法はほとんどが選書であるため、保護者への絵本紹介など多様な活用方法を各園に
伝えていく必要がある。

（成果）
・小中高生や小中高の教職員との連携は年々増加している。また、生涯学習課作成のボランティア名簿が活用しやす
くなり、各市町村に情報提供を行いやすくなった。
（課題）
・図書館や地域との連携・交流活動が伸び悩んでいる。地域の読み聞かせボランティアを園訪問の機会に紹介する
等、交流を促していきたい。
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⑤子どもと本をつなぐイベントの実施
　オーテピア高知図書館において、小さいころから子どもが本に親しみ、また、保護者も子どもの読書に関心を持
つように、読み聞かせやストーリーテリングなどを定期的に行います。

⑥児童図書等の資料の充実
　オーテピア高知図書館では、長く子どもに読み継がれる基本的な図書やおはなしばかりでなく、視野を広げ、
好奇心を育む自然や科学の絵本、在住の外国人や英語学習・多文化理解のための図書・雑誌等を収集し、提
供します。

⑤子どもと本をつなぐイベントの実施
・オーテピア高知図書館において、各種おはなし会を実施。
・児童書の展示を実施。

⑥児童図書等の資料の充実
・おはなしの絵本、科学の絵本など、様々なジャンルの児童書を購入した。
・長く子どもに読み継がれている基本的な図書の複本を購入した。
・こどもコーナー内に洋書絵本を配架した。

⑤子どもと本をつなぐイベントの実施
（成果）
・「ぴった～あかちゃんのおはなしかい～」延べ33回　参加613人
・「おはなしのじかん」延べ33回　参加495人
・「ちいさいひとたちのための絵本とおはなしにであう会」延べ15回　参加255人
・「開館記念　平和おはなし会　ヒョウのハチ」参加15人
・「オーテピア高知図書館開館記念事業　リレーおはなし会」参加554人
・「手話のおはなし会」参加39人
・展示　計22回2723冊
（H31.3 末時点）
（課題）
・おはなし会の参加者を増やし、多くの子ども達が読書に関心を持つように働きかけることが必要である。

⑥児童図書等の資料の充実
（成果）
・自然や科学の児童書（４類）の購入冊数（県立図書館分。選定支援・ＢＭ除く）：220冊（H31.3 末時点）
・洋書絵本の購入冊数（県立図書館分。選定支援・ＢＭ除く）：104冊（H31.3 末時点）
（課題）
・様々な言語の絵本の購入が必要である。

（家庭における読書活動の推進）
　乳幼児期の子どもにとって、家庭は、生活の基本の場であり、子どもが本と初めて出会う場でもあります。
　子どもの読書習慣は、日常生活を通じて形成されるものであり、子どもが読書を楽しみ、自ら読書に親しむことができるように、保護者が意識して読書を日常の生活の中に位置づけ、乳幼児期から継続して子どもの読書習慣を育んでいくことが重要です。
　そこで、乳幼児が、信頼できる身近な大人に読み聞かせをしてもらい、絵本の楽しさを味わうために、市町村における乳幼児健診等の機会を通して、本と出会う場づくりを支援します。また、子どもの発達段階に応じた本選びができるように、推薦図書リスト等の作成や情報提供に努めます。

（保育所・幼稚園等における読書活動の推進）
　保育所・幼稚園等においては、絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞き、想像する楽しさを味わうことができる活動を積極的に行うことが必要です。
　そこで、一人ひとりの子どもが絵本等に親しむ機会を充実するための手立てとして、推薦図書リスト「絵本おはなし・宝箱」等を活用し、計画的な読書活動の取組が行われるよう、啓発していきます。
　また、保育者に対する園内研修等への支援を通して、保護者による絵本の読み聞かせの大切さを啓発するように努めていきます。

（オーテピア高知図書館による支援）
　オーテピア高知図書館では、子どもたちが自分自身で図書や紙芝居を手に取ってゆっくり楽しめる環境と、感性と知性、倫理性と社会性を育むことができるような図書、雑誌、紙芝居、新聞等を提供します。また、お話コーナーや親子コーナーなどにおいて、「読み聞かせ」や「お話し会」等を開催するなど、様々なサービスを提供します。
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ワーキングシート　平成３０年度実績

H25 H26 H27 H28 H29 
読書活動についての

研修の実施率（％） 69.2 69.9 69.3 69.6 77.2 【読書活動の現状調査】

H29
「絵本おはなし宝箱」

の活用率（％） 72.8 【読書活動の現状調査】

H25 H26 H27 H28 H29保護者・図書館職

員・ボランティアなど

の連携の実施率

（％）
82.8 81.9 87.7 88.3 86.8 【読書活動の現状調査】
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第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

１　発達段階に応じた読書活動の推進

　（２）　学童期から青年中期における取組

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考

生
涯
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①早ね早おき朝ごはん県民運動における読書活動の推進
児童生徒の生活習慣とともに読書習慣をチェックする「生活リズムチェックカード」を小学生（全学年）、中学生（希
望校）に配付し、達成した子どもに認定証を発行する取組を継続して行い、読書活動が生活の中に定着していく
ように働きかけます。
　　・早ね早おき朝ごはん県民運動

①早ね早おき朝ごはん県民運動における読書活動の推進
・生活リズムチェックカードを活用し、規則正しい生活習慣の定着に向けた啓発を行い、生活の中での
読書活動の定着を目指す。
・生活リズムチェックカードによる取組状況現在）
　取組人数37,295人（幼保6,686人、小中30,609人）
  (H30年度　43,467人《保幼・・6,382人、小中・・37,085人）

①早ね早おき朝ごはん県民運動における読書活動の推進
（成果）
　幼保の取組園数が昨年度より増加し、保幼においては意欲が高まっている。
　（H29：170校　→ H30：190校）
　また、昨年度は中学校は０校であったが、H30は１校の取組があった。
（課題）
　取組人数が年々減少している。特に小中学校への周知方法を検討していく。

小
中
学
校
課

②多様な読書の推進
　文学的な読み物に留まらず、新聞や科学雑誌等を含めた、多様な種類の読み物に親しみ、学習にも活用でき
る、推薦図書リスト「きっとある　キミの心に　ひびく本」を新入学児童生徒に配付します。

②多様な読書の推進
・推薦図書リスト「きっとある キミの心に ひびく本」改訂版の配布。（12,000冊）
・（推薦図書リスト「きっとある　キミの心に　ひびく本」の実践事例の交流：10月）

②多様な読書の推進
（成果）
・中学校では、全く読書をしない割合が年々減少している。
　　全く読書をしないと回答した児童・生徒の割合
       小学校　H27：16.3 → H28：17.4 → H29：18.5 → H30:16.1
       中学校　H27：29.2 → H28：31.9 → H29：31.7 → H30:25.5
（課題）
・新聞を読む児童生徒の割合が年々減少している。
　　新聞を読む児童生徒の割合
       小学校　H27：25.2 → H28：25.6 → H29 ：22.2 → H30:21.0
       中学校　H27：18.8 → H28：18.2 → H29 ：13.5 → H30:13.8

生
涯
学
習
課

③読書楽力検定の利用と活用の推進
　多様な読書の実現に向けて、様々なジャンルの本に触れるきっかけをつくるために、児童生徒に配付する「きっ
とある　キミの心に　ひびく本」と関連づけた読書楽力検定問題を毎年作成します。作成にあたっては、民間団体
や児童生徒のアイデアなどを取り入れることなどの工夫を加え、活用の促進を図ります。
　　【重】・読書楽力検定事業

③読書楽力検定の利用と活用の推進
・10月にホームページへ掲載し、市町村へ周知した。

③読書楽力検定の利用と活用の推進
（成果）
・取組人数257人（5小学校）
（課題）
・選書等では図書の知識を有する司書等との連携が必要であり、県立図書館等との連携を図ることが必
要である。

高
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④学校図書館の組織的、計画的な活用の推進
　各校の学校経営計画や教育計画に「読書活動の推進」に関する項目を取り入れ、読書活動の重要性について学校全体
での共有化を推進するとともに、読書活動推進に向けた組織的な活動がより活性化されるよう取り組みます。
　また、各教科・科目、特別活動及び総合的な学習の時間、キャリア教育等、学校の教育活動全体において、学校図書館
を探究的な学習の場として積極的・計画的に利用・活用し、各担当者の一層の連携のもと多様な指導の展開が図られるよ
う、必要な支援を行います。
　　【重】・高等学校学校図書館教育推進事業

⑤生徒の自主的な読書活動の推進
　朝の読書活動等の一斉読書活動を一層推進するとともに、学校図書館を活用した授業づくり等を通して、生徒の主体的、
探究的な学習や読書活動につながるよう取組を推進します。
　また、図書委員会活動やボランティア活動等の生徒の自主的な取組がより一層創意工夫したものとなるよう支援します。
　・高等学校学校図書館教育推進事業

⑥学校図書館の情報発信の推進
　図書館便りを発行したり、学校図書館協議会等の外部団体の協力を得たりするなど、読書活動に関する情報発信の充実
に継続して取り組みます。 
　また、興味・関心や必要とする専門性に応じた資料の提供、多感な時期の悩みへの支援等、生徒の多様な要望に応えら
れるよう、学校図書館担当職員による情報提供を促進します。
　・高等学校学校図書館教育推進事業

④高等学校における学校図書館の組織的、計画的な活用の推進
・計画的かつ組織的な学校図書館活用に向けた研修会の実施。
　　「司書教諭及び司書の指導力向上事業に係る研究協議会Ⅱ（10月25日）
　　　内容：講義「探究的な学習と図書館」
　　　講師：オーテピア高知図書館　専門企画員 山重 壮一 氏

⑤生徒の自主的な読書活動の推進
・読書へのきっかけ作りとして、学校の状況に応じて「朝の読書」やＬＨ等での集団読書の導入を推奨。

⑥学校図書館の情報発信の推進
・「司書教諭及び司書の指導力向上事業に係る研究協議会Ⅰ・Ⅱ」を実施。
・各校の発行物（「図書館便り」，利用案内等）の持参を依頼し、各校の取組を共有。

④高等学校における学校図書館の組織的、計画的な活用の推進
（成果）
・学校図書館の組織的な活用に向け、必要な情報の共有化を図ることができた。
（課題）
・学校図書館の活用率向上及び探究的な学習の充実に向け、各教科等の年間指導計画に学校図書館
の活用を組み込むなど、さらに組織的、計画的な取組を進めることが必要である。
⑤生徒の自主的な読書活動の推進
（成果）
・朝の読書実施校：20校（55.6％）
（課題）
・生徒個々の自主的・自発的な読書活動が十分でない。
　　学校や家などで読書をまったくしないと回答した生徒の割合：42.2％（全日制・昼間部）
　　　（高知県オリジナルアンケート）
⑥学校図書館の情報発信の推進
（成果）
・各校の取組を共有することで、特に臨時雇用の学校司書（図書館事務補助職員）の取組の参考になっ
ている。

県
立
図
書
館

⑦図書資料の充実
　オーテピア高知図書館では、長く子どもに読み継がれる基本的な図書の他に読み物だけでなく、視野を広げ、
知識を深める社会や科学等の図書や資料を収集し、提供します。

⑧ティーンズ・サービスの実施
　オーテピア高知図書館では、10代の若者（ティーンズ）の興味・関心に応える図書、学習内容を深めることので
きる資料等を収集し、提供します。

⑨読書の楽しさを知るイベントの実施
　オーテピア高知図書館では、ティーンズを対象に、ビブリオバトルやブックトーク等の読書の楽しさを知るイベン
トを行います。その際、ティーンズの参加を促すため、イベントの企画委員の募集等を工夫しながら行います。

⑩ブックリストの作成・提供
　オーテピア高知図書館では、将来を考えるものや関心を広げるものから、学習に対応したものまで、各種のブッ
クリストを作成し、提供します。　　　　　

⑦図書資料の充実
・読み物、社会の本、科学の本など、様々なジャンルの児童書を購入した。
・長く子どもに読み継がれている基本的な図書の複本を購入した。

⑧ティーンズ・サービスの実施
・ティーンズ・コーナーに置く図書で不足するものを発注した。

⑨読書の楽しさを知るイベントの実施
・ビブリオバトル実施に当たっての必要な事項を確認した。
・（ビブリオバトル高等学校高知県大会の実施。）

⑩ブックリストの作成・提供
・ティーンズ通信を発行し、図書の紹介を行った。

⑦図書資料の充実
（成果）
・社会や科学の児童書（0類から8類）の購入冊数（県立図書館分。選定支援・ＢＭ除く）：812冊（H31.3 末
時点）

⑧ティーンズ・サービスの実施
（成果）
・ティーンズ・コーナーを設置した。
（課題）
・ティーンズ・コーナーの更なる充実が必要である。

⑨読書の楽しさを知るイベントの実施
（課題）
・手軽にできるビブリオバトルの策定することが必要である。

⑩ブックリストの作成・提供

　

（小学校・中学校・義務教育学校における読書活動の推進）　
　小学校・義務教育学校前期課程では、家庭や保育所・幼稚園等で育んだ読書に親しむ心の芽生えを、教育課程全体で計画的に伸ばし、主体的に読書ができる子どもに育成していくことが大切です。また、中学校・義務教育学校後期課程では、
多感なこの時期に自分自身を見つめ、生き方を考え、豊かな心を育むとともに、学習への動機づけや学習内容を定着させたり発展させたりするうえで読書活動は重要であり、大きな役割を果たすものです。
　小・中学校・義務教育学校では、既に読書活動への様々な取組が行われています。県は、市町村教育委員会と連携して、読書活動や学校図書館の充実に必要な情報を提供するなど、小・中学校等に対して更に支援を行っていきます。
  また、教職員だけでなく読書ボランティア等、地域の人とのつながりを生かしながら、児童生徒の家庭における読書を推進します。

（高等学校における読書活動の推進）
   高等学校では、生徒の豊かな人間性や社会性を育て、社会の担い手としての資質を身に付けられるように、読書活動を通して、生徒の個性を伸ばし、主体的に社会の中で生きていく力を育てます。
   そのために、小・中・義務教育学校における教育の成果を受け継ぎ、読書活動の充実に向けた取組や環境整備を一層進め、生徒の自主的な読書活動の促進を図るとともに、生涯にわたって読書に親しむ習慣を育てます。
   また、興味・関心のある本との出会いや、多感な時期の悩みへの支援が実現できるよう、生徒への情報提供を進めるとともに、専門的知識や幅広い視野を身に付けるために、キャリア教育に位置づけた読書活動を推進します。

（オーテピア高知図書館による支援）
   オーテピア高知図書館では、市町村立図書館等と連携しながら、学校図書館に対し、貸出やレファレンスへの協力を行い、子どもたちの学びを支えます。また、学校図書館の充実に必要となる情報の提供も行います。
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第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

１　発達段階に応じた読書活動の推進

　（３）　特別な支援が必要な子どものための取組

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考

特
別
支
援
教
育
課

 ①特別支援学校における読書活動の充実
　特別な支援を必要とする子どもが本に親しむことのできる図書の整備、教職員やボランティア等による
読み聞かせ、パネルシアター、ペープサート、エプロンシアター、読書発表等の活動を工夫し、一人ひとり
の実態に応じた読書活動や読書指導を一層推進します。
　また、すべての特別支援学校で読書週間の設定や児童生徒会活動による読書活動を促し、学校図書・
視聴覚便りを定期的に発行し、情報交換を行うことで学校と家庭が連携して読書活動への関心を高める
ように働きかけます。
　・特別支援学校読書活動推進事業

②特別支援学校における障害に配慮した読書環境の整備・充実
　特別な支援を必要とする子どものニーズを把握し、障害の特性に応じた図書の精選を行い、本の充実
に努めるとともに、物流システムの利用や公立図書館の積極的な活用を促進します。また、学校図書館
における書棚の高さの工夫、快適に利用するための場所や空間の確保、提示物の精選や配置の工夫、
視聴覚機器や補助具等により自主的な読書活動ができるよう読書環境の整備・充実に取り組みます。

①特別支援学校における読書活動の充実
　※特別支援学校本校・分校13校
（学校）
・ボランティア及び外部講師による絵本の読み聞かせ：8校
・読書週間の設定や図書だよりの発行（11校）
　※学校によっては、児童生徒が図書便りや掲示物を作成し、おすすめ本の紹介を
行っている。
・オーテピア高知図書館の利用：6校
　※校外学習で利用：4校

(本課）
・特別支援学校読書活動推進事業の取組状況の把握：9月
・各校の取組状況の把握：アンケート実施：平成31年１月

②特別支援学校における障害に配慮した読書環境の整備・充実
（学校）
・デイジー図書の活用(3校)
・移動図書館及び公共の図書館の利用（11校）
・選書会を開催（3校）
・図書の購入、本の修理、ラベリング、児童生徒が興味関心を持てるような本の紹介
（全校）
・特別支援学校読書活動推進事業を活用して、図書館の司書を招聘し,学校の図書
室の在り方や考え方、図書室の環境について教員研修会を行った。（2校）

（本課）
・特色ある取組や読書環境の整備について、他の学校への情報提供

①特別支援学校における読書活動の充実
（成果）
・各校、障害特性に応じた取り組みを行い、読書活動の充実が図れた。
・オーテピアや公共の図書館を利用するために、図書館の役割や利用の仕方など
について、学ぶ機会を設けるなど読書活動について興味関心を広げる学習が行わ
れた。
・公立図書館の活用や連携が特別支援学校全体で行われるようになった。

（課題）
・読書週間等の設定や図書・視聴覚便り等、未実施の学校へ訪問し状況確認を行
うとともに実施に向けて働きかけを行う必要がある。
・特別支援学校読書活動推進事業について、年度当初の計画が遅れていた学校
があった。また、講師との日程調整が困難なため未実施の学校が１校あった。年
度当初の計画の策定を行うよう周知する必要がある。

②特別支援学校における障害に配慮した読書環境の整備・充実
（成果）
・デイジー図書や点字図書の活用、選書会の開催等、各校において障害に配慮し
た取組ができた。また、本棚の高さや配置、児童生徒が興味関心が持てるような
新刊本の紹介ディスプレイなど、障害特性や発達段階に応じた図書室の活用を進
めるための取組ができている。
（課題）
・各校の取組について、他校へ情報提供が十分できなかった。各校を訪問し、図書
室等設置状況等を確認するとともに他校の取組状況についても情報提供する必要
がある。

③多様な図書資料の充実
　オーテピア高知図書館は、視覚・聴覚障害など文字情報や音声・映像情報の利用がそのままでは困難な
方へのサービスとして、大活字本、ＬＬブック、朗読ＣＤ、カセットブック、音声ガイド・字幕付きＤＶＤ、さわる
絵本、手話付き絵本、布絵本等を積極的に収集し、提供します。

④貸出サービスの充実
　オーテピア高知図書館は、来館が困難な子どもが資料を利用できるように、病院・社会福祉施設等への
資料の団体貸出を行います。また、障害や病気によって図書館への来館が困難な子どもには、無償で自
宅等に資料を届けます。

⑤上映会・体験会等の開催
　オーテピア高知図書館において、字幕付き映画、手話付き映画、音声解説付き映画、マルチメディアデイ
ジー、音声付き電子書籍等の上映会・体験会を企画します。

③多様な図書資料の充実
・多様な図書資料を積極的に収集し、提供している。

④貸出サービスの充実
・高知声と点字の図書館と連携して、団体貸出や宅配貸出サービスを実施している。

⑤上映会・体験会等の開催
･12月にバリアフリー映画の上映会を開催した。
・3月に手話で楽しむおはなし会を実施した。

③多様な図書資料の充実
・多様なバリアフリー資料があることを周知する必要がある。

④貸出サービスの充実
・サービスの周知が更に必要。　　

⑤上映会・体験会等の開催
・好評で継続の要望も出ていた。

⑥対面音訳サービスの実施
　オーテピア高知図書館では、対面音訳室を3室整備し、複数のニーズに応えられるようにします。また、市
町村立図書館でも対面音訳サービスが実施できるように支援します。

⑦録音図書の提供（デイジー等）
　オーテピア高知図書館は、高知声と点字の図書館やサピエ図書館が提供する利用制限付き録音図書
を、窓口で対象者に貸出できるようにします。
　録音図書の周知のため、関連団体へのサンプルの貸出についても検討します。

⑧電子書籍の導入
　オーテピア高知図書館は、読み上げ機能の活用や来館が困難な方への利便性を向上させるため、メリッ
トやデメリットを見極めながら電子書籍を導入します。

⑨ボランティアや協力者の養成・スキルアップ講習会等の実施
　オーテピア高知図書館は、高知声と点字の図書館と連携し、リクエストに応じて点訳や音訳、「テキスト・
データ」化等の変換ができるようボランティアや協力者の養成、スキルアップ講習会等を実施します。

⑥対面音訳サービスの実施
・高知声と点字の図書館と連携して実施している。

⑦録音図書の提供（デイジー等）
・高知声と点字の図書館と連携して提供している。

⑧電子書籍の導入
・児童を対象とした電子書籍の提供をしている。

⑨ボランティアや協力者の養成・スキルアップ講習会等の実施
・高知声と点字の図書館と連携して研修を実施している。

⑥対面音訳サービスの実施
（課題）
・サービスの周知が更に必要。

⑦録音図書の提供（デイジー等）
（課題）
・サービスの周知が更に必要。

⑧電子書籍の導入
（成果）
・子どもの本の電子書籍サービスを実施。
（課題）
・子どもの本の電子書籍は読み上げ対応になっていないものが多く、どのように対
応していくか検討していくことが必要。

⑨ボランティアや協力者の養成・スキルアップ講習会等の実施
（課題）
・専門的な資料に対応できるボランティアが不足している。

（特別支援学校における読書活動の推進）
　特別な支援を必要とする子どもが、本と出会い、読書活動の楽しさを通して自主的な読書活動ができるようにするためには、一人ひとりの状況に応じた対応を行い、習慣づけることが大切です。
　県は、特別支援学校等に対して、特別な支援を必要とする子どもが、人との関わりを楽しみながら読書活動ができるよう読み聞かせやペープサート等の活動の充実を図ったり、読書週間や図書便り等を発行したりすることにより、図書室の活用を進めるための取組の充実に向け支援します。
　また、子ども一人ひとりの障害の特性に応じた適切な支援を行うために障害の状態に配慮した図書の整備、補助具や視聴覚機器、パソコン、デイジー図書等、学校図書館における図書環境の整備・充実に取り組みます。

（オーテピア高知図書館による支援）
　オーテピア高知図書館は、障害のある人と情報を積極的につなぐため、多様な資料・サービス手段・コミュニケーション手段、ユニバーサルデザインの考えに沿った利用しやすい環境を整え、「だれにでも」「やさしく」利用できる図書館を目指します。また、オーテピア高知声と点字の図書館と連携して資料やサービスを提供
します。
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第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

１　発達段階に応じた読書活動の推進

　（４）　子どもの読書活動の意義や大切さを伝える総合的な取組

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考

生
涯
学
習
課

①市町村による子ども読書活動推進計画策定への支援
　市町村における読書活動の取組の充実を図るため、子ども読書活動推進計画が未策定の市町村に対
し、先進事例の紹介や助言等により、計画の策定を支援します。また、子ども読書活動推進計画の策定済
み市町村に対しては、計画に基づく着実な推進、改正が実施されるよう支援します。

②「子ども読書の日」（4月23日）等の啓発
「子ども読書の日」（4月23日）や「こどもの読書週間」（4月23日～5月12日）、「秋の読書週間」（10月27日～
11月9日）、「志（こころざし）・とさ学びの日」（11月1日）に、読書の楽しさや意義、重要性について県民への
啓発を実施します。また、公立図書館や学校等において、民間団体・読書ボランティア等と連携し、その趣
旨に沿った行事や催しを実施するように働きかけます。

①市町村による子ども読書活動推進計画策定への支援
・市町村教育長や読書活動担当者への訪問を実施し、読書活動推進計画に基づく取
組の推進に向けて継続して取り組まれるよう啓発を行う。
・市町村子ども読書活動推進計画策定…33市町村
・計画年限終了市町村（H31.4）…15市町村

②「子ども読書の日」（4月23日）等の啓発
・16市町村で「子ども読書の日」に関連した取組を実施予定。（H29.3調査より）

①市町村による子ども読書活動推進計画策定への支援
（課題）
・計画の作成はほとんどの市町村で行われているが、その改訂に取り
組めていない自治体は少なくない。
・改訂を促すような具体的な支援が必要である。

②「子ども読書の日」（4月23日）等の啓発
（成果）
・「子ども読書の日」に対する認知度も上がり、H29に実施した調査で
は市町村は16であったが、今年度調査では２６で飛躍的にのびた。
・図書館の規模などに関係なく各市町村で、おすすめする本の展示や
読み聞かせ、図書用品の作成など様々な取組が行われた。

小
中
・
高
等
・
特
支

③文部科学大臣表彰による優れた取組の奨励、普及、啓発
　県内の特色ある優れた実践を行っている学校、図書館、民間団体及び個人を表彰する文部科学大臣表
彰制度を活用し、関係者の取組の意欲をさらに高め、活動の一層の充実を図るとともに、取組内容を県民
に紹介することにより、子どもの読書活動についての関心と理解を深め、読書の機運醸成を図ります。ま
た、文部科学大臣表彰受賞報告会を行い、ホームページや各研修会、研究大会等で紹介します。

③文部科学大臣表彰による優れた取組の奨励、普及、啓発
・平成31年受賞校・図書館・団体
　香南市立野市小学校、越知町立越知小学校、いの町立吾北中学校、高知県立高知
東工業高等学校、いの町立図書館、布絵本の会ちくちく（南国市立図書館）
・（受賞校の取組や実践事例等をホームページや各研修会、研修大会等で紹介する）

③文部科学大臣表彰による優れた取組の奨励、普及、啓発
（課題）
・各教育事務所等と連携、情報共有しながら、特色ある優れた実践を
行っている学校の掘り起こしが必要である。

　子どもが本に親しみ、読書習慣を身に付けるためには、子どもの読書活動に関わる公立図書館、学校、民間団体等の関係機関の取組とともに、各機関が連携して、子どもの読書活動を総合的に推進することが重要です。
　そのため、子どもの読書活動推進に向け、「子ども読書の日」や「志（こころざし）・とさ学びの日」等の機会に、県民の読書活動の機運を醸成することを目的に、読書活動の重要性の広報・啓発や、特色ある優れた実践を行っている学校、図書館、民間団体（個人）の取組を奨励し、活動の一層の充実を図りま
す。また、子どもの読書活動に関わる情報を家庭や地域に提供していきます。

具
体
的
な
取
組
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第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

２　地域や人とのつながりを深める読書活動の推進

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考

幼
保
・
小
中
・
高
等
・
生
涯

①読書活動を通した異年齢交流の促進
小・中学生や高校生が保育所・幼稚園等で読み聞かせ等を行うなど異年齢交流や異校種間交流を推進
し、この活動を通して、子どもたちが絵本や物語等の多様な本に触れたり、目的を持って本等を選び豊かに
表現したりする機会をつくります。また、交流事例等をホームページ等で情報発信します。

①読書活動を通した異年齢交流の促進
（幼保支援課）
・異年齢交流を読書活動調査に位置付け、連携が図られるよう意識付けを図っ
た。
（小中学校課）
・指定校ではリーフレットやポスター等を作成し、学校図書館にお気に入りの本を
紹介するコーナーを設置するなどの異学年交流を行っている。

①読書活動を通した異年齢交流の促進
（成果）
（幼保支援課）
・保育所・幼稚園等で行われている小中高生との交流では、絵本の読み
聞かせ等を実施した園が年々増加している。選書や読み聞かせのアド
バイスに加え、子どもたちが交流しやすくなるよう、園児とふれあい遊び
を行った後に、読み聞かせを行う等、内容の充実が見られる園もあっ
た。
（小中学校課）
・指定校では「学校図書館運営方針及び全体計画」「学校図書館年間活
動計画」「学校図書館教育年間計画」を立てて、全教職員で共通認識を
図り、各教科とのつながりを意識しながら実践を行っている。

（課題）
（幼保支援課）
・異年齢交流を啓発すると同時に、交流の際、双方がめあてをもって取
り組むなど内容の充実を促していく必要がある。
（小中学校課）
・計画を基に実践はしているが、評価・検証し、改善までに至っていな
い。
・指定校の研究や実践について、各学校のホームページによる発信に
温度差がある。
（高等学校課）
・授業やボランティア等で園児に絵本の読み聞かせを行っている学校も
あるが、各校に対しての十分な促進はできていない。

生
涯
学
習
課

②地域学校協働本部等の仕組みを活用した読書活動の推進
　地域学校協働本部事業における読み聞かせ活動に多くの地域住民や読書ボランティアに参画していただ
き、読書を通して地域の大人との交流を深めます。
　・地域学校協働本部事業

③ＮＰＯと連携した読書環境の改善
　NPO法人等が他の民間団体等と連携し、公立図書館未設置の中山間地域等において「出張図書館」を開
催し、地域の子どもと大人が本や読み聞かせを通じて触れ合い、交流を深め、身近な生活に図書館がある
ことの良さを実感する機会を創出します。
　　【重】　・出張図書館事業

④地域の教育関連施設と連携した読書活動の推進
　文学館や博物館、地域の教育関連施設等と連携し、本と関わるイベント等を実施することを通して、本と
読書への興味や子どもと地域とのつながりを深めます。

②地域学校協働本部等の仕組みを活用した読書活動の推進
・引き続き、支援員や読書ボランティアに参画してもらうための啓発を実施する。
・放課後子ども教室等での読書活動の実施状況の調査を実施する。

③ＮＰＯと連携した読書環境の改善
・公立図書館未設置の中山間地域を中心に市町村教育長や図書館行政所管課を
訪問し、図書環境の充実に向けた協議を行う。
　11/12 本山町、大豊町　。11/29 三原村。

④地域の教育関連施設と連携した読書活動の推進
・オーテピア高知図書館のサービス計画等を活用し、地域の行事やイベント等で
読書活動の啓発が行われるよう、周知する。

②地域学校協働本部等の仕組みを活用した読書活動の推進
（成果）
・315ヶ所の子ども教室や児童クラブのうち約83%（263ヶ所）において、読
み聞かせなどの読書支援が実施されている。
・地域学校協働本部に読み聞かせ活動が組み込まれている小学校数：
105校、中学校29校、小中一貫校１校

③ＮＰＯと連携した読書環境の改善
（課題）
市町村訪問等を通じて、NPO法人との連携を促しているが、実施にまで
至っていない。

④地域の教育関連施設と連携した読書活動の推進
（成果）
市町村によっては、図書館と地域おこし協力隊が連携し図書イベントの
開催や地域の行事に関連した図書の貸出などが行われている。

　子どもが自発的な読書習慣を身に付けるためには、子どもの読書活動に関わる人や地域とのつながりが重要です。公立図書館、学校、民間団体等の関係機関それぞれが工夫して取り組むとともに、各機関が連携を強め、子どもの読書活動を総合的に推進することが重要です。

具
体
的
な
取
組
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第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

３　学校教育における読書活動の推進

（１）学校図書館の機能の充実

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考

小
中
学
校
課

①学校図書館図書標準達成校数の拡大
　市町村に対して、学校図書館の図書館資料の計画的な整備（廃棄を含む）を働きかけ、児童生徒や教
員等の要望に応えられる魅力ある蔵書整備が進められるよう支援します。

②データベース化の推進
　事業主体となる市町村に働きかけ、学校図書館の図書館資料を管理することや児童・生徒の貸出数
の把握・学習・情報センターとしての機能強化のために、蔵書情報のデータベース化を図るとともにイン
ターネットによる検索ができる環境整備を進めます。

①学校図書館図書標準達成校数の拡大
（小中学校課）
・学校図書館図書標準に達成している学校（H30.3県教育委員会聞
き取り
　小学校125校（65.1％）
　中学校 44校（42.3％）
②データベース化の推進
・蔵書のデータベース化の状況（「学校図書館の現状に関する調
査」結果）
小学校 H26:37％ → H27:39％ → H28:37％
中学校 H26:37％ → H27:40％ → H28:40％
※H30年度 未実施

①学校図書館図書標準達成校数の拡大
（成果）
・古い図書を廃棄したり新しい本を購入したりするなど学校図書の環境整備
を行っている学校が多い。
（課題）　
・図書標準に達していない学校に対して、市町村教育委員会を通して改善を
促す。
②データベース化の推進
（課題）　　
・情報担当課や市町村教育委員会との連携が必要である。

県
立
図
書
館

③レファレンスの協力
　オーテピア高知図書館は、県立図書館と高知市民図書館とが役割分担しながら、子どもたちの学びを
支えるため、学校からのレファレンス（調べもの）に対して支援を行います。

④パスファインダーやブックリストの作成・提供
　オーテピア高知図書館は、学校図書館の資料選定に役立つパスファインダーやブックリストを作成し、
提供します。

⑤学校図書館の要望に応じたまとめ貸し
　オーテピア高知図書館では、県立図書館と高知市民図書館とが役割分担しながら、要望するテーマに
応じた資料のまとめ貸しを学校図書館に対して行います。

⑥学校図書館の運営・サービス等への訪問支援
　オーテピア高知図書館は、学校図書館の要望に応じて、市町村立図書館職員等とともに依頼訪問を行
い、運営やサービスの充実に向けた相談等の支援を行います。

③レファレンスの協力
・電話等により対応している。

④パスファインダーやブックリストの作成・提供
・SariSari通信を発行し、本の紹介を行った。
・選定支援用に購入した児童書のリストを作成した。

⑤学校図書館の要望に応じたまとめ貸し
・県立学校（高校）に対するセット貸出等の実施を検討中である。
・学校の授業等でニーズの高い資料の収集に努めている。

⑥学校図書館の運営・サービス等への訪問支援
・要望により対応している。

③レファレンスの協力
（成果）
・電話等により日常的に対応している。
（課題）
・高知市外の学校に対して、地域の市町村立図書館を利用してもらうよう促す必要がある。

④パスファインダーやブックリストの作成・提供
（成果）
・ＳａｒｉＳａｒｉ通信を毎月１回発行（ホームページにも掲載）した。
・ＳＬＡに、選定支援用に購入した児童書のリストを提供した。

⑤学校図書館の要望に応じたまとめ貸し
（成果）
・高校生の利用に適した図書の収集を開始した。
（課題）
・高校のニーズの把握や学校司書との連携強化が必要である。
・学校図書館、市町村立図書館自身の蔵書の充実が必要である。

⑥学校図書館の運営・サービス等への訪問支援
（成果）
・実施回数　1回（除籍図書選定支援）
（課題）
・図書館未設置町村での学校図書館支援体制の確立が必要である。

全
課

⑦教科研究センターにおける情報提供
　教科研究センターは、学校図書館活動に関する先進的な取組や授業実践例の情報収集及び提供・広
報を行います。

⑦教科研究センターにおける情報提供
・学校図書館活動に関する先進的な取組や実践例が掲載されてい
る雑誌を本部教科研究センターに置き、ホームページで毎月の特
集内容を情報提供している。

⑦教科研究センターにおける情報提供
（成果）
・関連する雑誌を定期購入し、その内容を周知する体制を整えることができ
た。
（課題）
・開架した雑誌の閲覧数が少ない。

　学校図書館等は、子どもが気軽に利用でき、自分にあった本を薦めてくれる人がいるなど、魅力ある場所であることが大切です。子どもにとって、豊かな心と感性を育む読書センターとしての機能と、学習に対する興味や関心を呼び起こし、自主的・主体的な学びを支援する学習・情報センターとして
の機能を充実させていきます。

具
体
的
な
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第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

３　学校教育における読書活動の推進

（２）情報を読み取り探究型の学習につなげる読書活動の推進

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考

高
等
学
校
課

④高等学校における学校図書館の組織的、計画的な活用の推進（再掲）
　各校の学校経営計画や教育計画に「読書活動の推進」に関する項目を取り入れ、読書活動の重要性につ
いて学校全体での共有化を推進するとともに、読書活動推進に向けた組織的な活動がより活性化されるよう
取り組みます。
　また、各教科・科目、特別活動及び総合的な学習の時間、キャリア教育等、学校の教育活動全体において、
学校図書館を探究的な学習の場として積極的・計画的に活用し、各担当者の一層の連携のもと多様な指導
の展開が図られるよう、必要な支援を行います。
　　【重】・高等学校学校図書館教育推進事業

⑤生徒の自主的な読書活動の推進（再掲）
　朝の読書活動等の一斉読書活動を一層推進するとともに、調べ学習等を通して、生徒の主体的、探究的な
学習や読書活動につながるよう取組を推進します。
　また、図書委員会活動やボランティア活動等の生徒の自主的な取組がより一層創意工夫したものとなるよう
支援します。
　　・高等学校学校図書館教育推進事業

⑥学校図書館の情報発信の推進（再掲）
　図書館便りを発行したり、学校図書館協議会等の外部団体の協力を得たりするなど、読書活動に関する情
報発信の充実に継続して取り組みます。 
　また、興味・関心や必要とする専門性に応じた資料の提供、多感な時期の悩みへの支援等、生徒の多様な
要望に応えられるよう、学校図書館担当職員による情報提供を促進します。
　　・高等学校学校図書館教育推進事業

④高等学校における学校図書館の組織的、計画的な活用の推進（再掲）
・計画的かつ組織的な学校図書館活用に向けた研修会の実施
　　「司書教諭及び司書の指導力向上事業に係る研究協議会Ⅱ」（10月25日）
　　　内容：講義「探究的な学習と図書館」
　　　講師：オーテピア高知図書館 専門企画員 山重 壮一 氏

⑤生徒の自主的な読書活動の推進（再掲）
・読書へのきっかけ作りとして、学校の状況に応じて「朝の読書」やＬＨ等での集団読書の導入を推奨。

⑥学校図書館の情報発信の推進（再掲）
・「司書教諭及び司書の指導力向上事業に係る研究協議会Ⅰ・Ⅱ」を実施。
・各校の発行物（「図書館便り」・利用案内等）の持参を依頼し、各校の取組を共有。

④高等学校における学校図書館の組織的、計画的な活用の推進（再掲）
（成果）
・学校図書館の組織的な活用に向け、必要な情報の共有化を図ることができた。
（課題）
・学校図書館の活用率向上及び探究的な学習の充実に向け、各教科等の年間指
導計画に学校図書館の活用を組み込むなど、さらに組織的、計画的な取組を進め
ることが必要である。

⑤生徒の自主的な読書活動の推進（再掲）
（成果）
・朝の読書実施校：20校（55.6％）
（課題）
・生徒個々の自主的・自発的な読書活動が十分でない。
　　学校や家などで読書をまったくしないと回答した生徒の割合
　　　42.2％（全日制・昼間部）（高知県オリジナルアンケート）

⑥学校図書館の情報発信の推進（再掲）
（成果）
・各校の取組を共有することで、特に臨時雇用の学校司書（図書館事務補助職員）
の取組の参考になっている。

県
立
図
書
館

⑦調べ学習に役立つ資料の収集・提供
　オーテピア高知図書館は、子どもたちの疑問や好奇心に応え、調べ学習に役立つ図書を収集し、提供する
ことによって、学校図書館、市町村立図書館等の蔵書では足りない部分を補います。

⑦調べ学習に役立つ資料の収集・提供
・様々なジャンルの調べ学習に役立つ児童書を購入した。

⑦調べ学習に役立つ資料の収集・提供
（成果）
・社会や科学の児童書（0類から8類）の購入冊数（県立図書館分。選定支援・ＢＭ
除く）：812冊（H31.3 末時点）

（課題）
・教科書の単元となっているテーマに関しては複本を購入する必要がある。

（小・中・義務教育学校における取組）
　小・中・義務教育学校においては、市町村教育委員会と連携して、学校の教育活動全体を通して児童生徒が読書に親しみ、読書習慣を身に付けることができるよう、各小・中・義務教育学校の学校経営計画や教育計画に読書活動を位置づけて取り組むとともに、探究的な授業づくりのための教育課程研究実践事業（学校図書館活用型）指定校
（以下「指定校」という。）における実践研究を進め、その研究成果を広く普及します。

（高等学校における取組）
　高等学校においては、生徒の豊かな人間性や社会性を育て、社会の担い手としての資質を身に付けられるように、読書活動を通して、生徒の個性を伸ばし、主体的に社会の中で生きていく力を育てます。
　そのために、小・中・義務教育学校における教育の成果を受け継ぎ、読書活動の充実に向けた取組や環境整備を一層進め、生徒の自主的な読書活動の促進を図るとともに、生涯にわたって読書に親しむ習慣を育てます。
　また、多感な時期の悩みに応えたり、興味・関心のある本と出会えたりするよう生徒への情報提供を進めるとともに、専門性や幅広い視野を身に付けるために、キャリア教育に位置づけた読書活動を推進します。

小
中
学
校
課

具
体
的
な
取
組

①小・中・義務教育学校における学校図書館の組織的、計画的な活用の推進
　学校図書館を計画的に利用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に図書及び新聞を生
かすことで児童生徒の読書活動を充実させ、言語能力及び情報活用能力の育成を図ります。
　　・学校図書館を活用した「読み」を鍛える拠点校事業

②研究指定校における研究の推進と成果の普及
　授業での学校図書館の活用方法、新聞を活用した学習活動、読書活動の促進方策や学校図書館担当者
の在り方を中心に各指定校における実践研究をまとめ、ホームページ上に公開したりデータ化したりすること
により、学校へ普及啓発を行います。
　　【重】　・学校図書館を活用した「読み」を鍛える拠点校事業

③発展的な学習の推進
　児童生徒の考える力や表現力等の向上を図るために、「学校新聞づくりコンクール」新聞を活用する取組を
推進します。
　また、指定校での取組を中心に「高知県学校図書館活動ガイドブック」「高知県学校図書館活動実践事例
集」及び「きっとある　キミの心に　ひびく本」の活用を促し、県内への普及を行います。さらに、各教科等の学
習と読書が密接に関連づけられるよう、図書館資料をもとに発展的な学習に広がる取組を促進します。
　　【重】　・学校図書館を活用した「読み」を鍛える拠点校事業

①小・中・義務教育学校における学校図書館の組織的、計画的な活用の推進
・指定校の指導案検討会や公開授業研修会に指導主事が参加し、計画的・継続的に支援を行う。

②研究指定校における研究の推進と成果の普及
・指定校19校の公開授業研修会参加者数 延べ2387名（H31.3月末）
　奈半利町立奈半利小学校（1月30日：47名）
　香南市立赤岡小学校（5月16日：19名、6月27日：23名、10月24日：25名、12月5日：21名、
　1月29日：19名、）
　香美市立山田小学校（6月20日：45名、10月17日：39名、10月31日：40名、11月7日：33名、
　11月28日：32名、2月6日：56名）　　
　南国市立十市小学校（5月23日：24名、6月27日：20名、7月6日：6名、10月23日：10名、
　10月24日：24名、11月28日：23名、11月30日：7名、）
　四万十町立東又小学校（6月6日：13名、10月15日：14名、11月9日：14名、11月14日：11名、
　11月28日：13名、1月23日：15名、）
　いの町立伊野南小学校（6月1日：3名、6月20日：26名、10月31日：10名、11月7日：19名、
　11月20日：15名、１１月29日：11名、）
　土佐町立土佐町小中学校（5月17日：28名、6月19日：40名、7月2日：25名、7月13日：7名、
　9月7日：30名、10月10日：29名、11月7日：40名、12月3日：13名、2月7日：10名、2月8日：10名、
　2月18日：8名）
　高知市立横内小学校（6月27日：39名、9月19日：40名、10月26日：22名、11月22日：21名、
　11月28日：37名、12月5日：23名）
　四万十市立西土佐小学校（5月30日：20名、6月20日：18名、6月27日：17名、10月17日：18名、
　10月31日：16名、11月28日：28名）
　宿毛市立宿毛小学校（6月15日：37名、11月2日：36名、2月8日：33名）
　土佐市立蓮池小学校（9月4日：17名、10月22日：18名、11月12日：32名、）
　高知市立はりまや橋小学校（9月12日：34名、10月19日：32名、11月22日：24名、12月12日：28名）
　香美市立鏡野中学校（6月22日：19名、7月10日：17名、7月13日：20名、8月30日：14名、
　11月14日：79名、11月19日：13名、11月20日：16日、2月27日：15名）
　中土佐町立大野見中学校（6月12日：13名、7月6日：9名、7月12日：12名、10月17日：13名、
　11月15日：12名、11月29日：9名、1月24日：10名）
　日高村立日高中学校（6月15日：14名、7月12日：13名、11月18日：18名、12月7日：20名、2月4日：9名
　2月20日：30名）
　黒潮町立大方中学校（6月12日：25名、10月18日：27日、10月29日：26名、11月14日：23日、
　1月23日：21名、2月6日：22名）　
　宿毛市立片島中学校（6月6日：29名、10月31日：28名、1月30日：26日）
　土佐清水市立清水中学校（6月13日：35名、10月17日：37名、11月19日：27名、1月23日：29名）
　高知市立城東中学校（10月12日：22名、10月17日14名、11月7日：28名、11月14日：34名、
　11月21日：8名、11月22日：22名、1月18日：10名、2月21日：12名）

・指定校の推進教諭を対象とした学校図書館活用に関する研修会の実施（全5回）
　第1回「学校図書館とは」（4月10日）　　　第2回「読書センターの役割について（5月21日）
　第3回「情報センタ-としての役割について」（10月25日）
　第4回「高知県学校図書館研修会」（11月29日）
　第5回「学習センターとしての役割について」（1月21日）

③発展的な学習の推進
・「学校図書館活用ガイドブック」ＷＧ（6・8月実施）
・（学校新聞づくりコンクール」H31.1.20 実施）

①小・中・義務教育学校における学校図書館の組織的、計画的な活用の推進

②研究指定校における研究の推進と成果の普及
（成果）
・指定校の公開授業を研修の場とし、小中学校の教員が図書や新聞を活用した授
業を学ぶ場を設けたことで、普及啓発につながっている。
　公開授業〔小学校：全学年国語、中学校：全教科等〕
（課題）
・研究・実践の経過・成果や授業の紹介等をホームページ等を使って情報発信する
ことが弱い。

③発展的な学習の推進
（成果）
・高知県学校図書館協議会の協力を得ながら、内容の見直しを進めることができて
いる。
・学校新聞づくりコンクールへの初参加校11校。
（課題）
・学校新聞づくりコンクール参加数の大幅な減少。特に高知市内の中学校の参加
が減少した。
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第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

４　オーテピア高知図書館による読書環境の充実・強化

（１）子どもの多様なニーズに対応する図書館サービスの充実

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考
①レファレンスの充実
　オーテピア高知図書館では、児童・青少年の調べ学習や日常の疑問に応えるレファレンス･サービスの充実
を図ります。

②児童・青少年向け図書等の資料の充実
　オーテピア高知図書館では、しかけ絵本や特大絵本など子どもたちの興味や好奇心を引く絵本、外国語や
語学の図書、デジタル資料や新聞等の多様な資料を収集し、提供します。
　また、大活字本、ＬＬブック、朗読ＣＤ、カセットブック、音声ガイド、字幕付きＤＶＤ、さわる絵本、布絵本、さら
に、文字情報が苦手な子どもにマンガで情報を伝えられる資料も収集し、提供します。

③電子書籍の導入（再掲）
　読み上げ機能の活用や来館が困難な方への利便性を向上させるため、メリットやデメリットを見極めながら
電子書籍を導入します。

④調べ学習に役立つ資料の収集・提供（再掲）
　子どもたちの疑問や好奇心に応え、調べ学習に役立つ図書を収集し、提供することによって、学校図書館、
市町村立図書館等の蔵書では足りない部分を補います。

⑤ティーンズ・サービスの実施（再掲）
　10代の若者(ティーンズ)の興味・関心に応える図書、学習内容を深めることのできる資料等を収集し、提供し
ます。

①レファレンスの充実
・調べ学習や日常の疑問に応えるレファレンス･サービスを行っている。

②児童・青少年向け図書等の資料の充実
・子どもたちの興味や好奇心を引く絵本を購入した。

③電子書籍の導入（再掲）
・児童を対象とした電子書籍の購入及び提供を開始した。

④調べ学習に役立つ資料の収集・提供（再掲）　
・視野を広げ知識を深める社会や科学等の本を多く購入した。

⑤ティーンズ・サービスの実施（再掲）

①レファレンスの充実
（成果）
・レファレンス件数（全体）：所蔵4,194件　事項25,847件　（Ｈ31.3月末時点）
（課題）
・調べ学習や日常の疑問に応えるためのレファレンス・ブックを充実させる。

②児童・青少年向け図書等の資料の充実
（成果）
・絵本の購入冊数：834冊（Ｈ31.3月末時点）
（課題）
・外国語や語学の図書を充実させる。
③電子書籍の導入（再掲）

④調べ学習に役立つ資料の収集・提供（再掲）　
（成果）
・社会や科学の児童書（0類から8類）の購入冊数（県立図書館分。選定支援・ＢＭ除
く）：812冊（H31.3 末時点）
（課題）
・教科書の単元となっているテーマに関しては複本を購入する必要がある。
⑤ティーンズ・サービスの実施（再掲）

⑥物流便による資料の配送
　休館日を除き、毎日、協力貸出や相互貸借の資料を市町村に発送します。

⑦子どもと本とをつなぐイベントの実施（再掲）
　小さいころから子どもが本に親しみ、また、保護者も子どもの読書に関心を持つように、読み聞かせやストー
リーテリングなどを定期的に行います。

⑧読書の楽しさを知るイベントの実施（再掲）
　ティーンズを対象に、ビブリオバトルやブックトーク等の読書の楽しさを知るイベントを行います。その際、
ティーンズの参加を促すため、イベントの企画委員の募集等を工夫しながら行います。

⑨読み聞かせ研修会や講座の実施
　保護者や市町村立図書館職員、ボランティアなどを対象とした読み聞かせ研修会や講習会を実施します。

⑩上映会・体験会の開催（再掲）　
　字幕付き映画、手話付き映画、音声解説付き映画、マルチメディアデイジー、音声付き電子書籍等の上映
会・体験会を企画します。

⑥物流便による資料の配送
・実施している。

⑦子どもと本とをつなぐイベントの実施（再掲）
・オーテピア高知図書館において、各種おはなし会を実施。
・児童書の展示を実施。

⑧読書の楽しさを知るイベントの実施（再掲）
・ビブリオバトルを司書間で試行し、実施に当たって必要な事項を確認した。

⑨読み聞かせ研修会や講座の実施
・ストーリーテリング勉強会を開催した。
・「楽しみながら学ぶおはなしの連続講座　Ⅳ」を共催として開催した。（主催：高知市こども
読書ボランティアの会・豆の木）

⑩上映会・体験会の開催（再掲）　
･12月にバリアフリー映画の上映会を開催した。
・3月に手話で楽しむおはなし会を実施した。

⑥物流便による資料の配送
（成果）
・送付総冊数：99,019冊（返送を含む全体数）

⑦子どもと本とをつなぐイベントの実施（再掲）
（成果）
「ぴった～あかちゃんのおはなしかい～」延べ33回　参加613人
「おはなしのじかん」延べ33回　参加495人
「ちいさいひとたちのための絵本とおはなしにであう会」延べ15回　参加554人
「開館記念　平和おはなし会　ヒョウのハチ」参加15人
・「オーテピア高知図書館開館記念事業　リレーおはなし会」参加554人
・「手話のおはなし会」参加39人
・展示　計22回2723冊
（H31.3 末時点）
（課題）
・おはなし会の参加者を増やし、多くの子ども達が読書に関心を持つように働きかけ
ることが必要である。

⑧読書の楽しさを知るイベントの実施（再掲）

⑨読み聞かせ研修会や講座の実施
（成果）
・楽しみながら学ぶおはなしの連続講座　Ⅳ　述べ7回　参加188人
・ストーリーテリング勉強会　延べ7回　参加57人

⑩上映会・体験会の開催（再掲）　
・好評で継続の要望も出ていた。

⑪ブックリストの作成・提供（再掲）
　ティーンズを対象に、将来を考えるものや関心を広げるものから、学習に対応したものまで各種のブックリス
トを作成し、提供します。

⑫録音図書の提供（デイジー等）（再掲）
　高知声と点字の図書館やサピエ図書館が提供する利用制限付き録音図書等を図書館で、対象者に貸出で
きるようにします。
　録音図書の周知のため、関連団体へのサンプルの貸出についても検討します。

⑬対面音訳サービスの実施（再掲）
　オーテピア高知図書館では、対面音訳室を３室整備し、複数のニーズに応えられるようにします。また、市町
村立図書館でも対面音訳サービスが実施できるよう支援します。

⑭貸出サービスの充実（再掲）
　来館が困難な子どもが資料を利用できるように、病院・社会福祉施設等への資料の団体貸出を行います。ま
た、障害や病気により来館が困難な子どもには、無償で自宅等に資料を届けます。

⑮ボランティアや協力者の養成・スキルアップ講習会等の実施（再掲）
　高知声と点字の図書館と連携し、リクエストに応じて点訳や音訳、「テキスト・データ」化等の変換ができるよ
うボランティアや協力者の養成、スキルアップ講習会等を実施します。

⑪ブックリストの作成・提供（再掲）
・ティーンズ通信を発行し、図書の紹介を行った。

⑫録音図書の提供（デイジー等）（再掲）
・高知声と点字の図書館と連携して提供している。

⑬対面音訳サービスの実施（再掲）
・高知声と点字の図書館と連携して実施している。

⑭貸出サービスの充実（再掲）
・高知声と点字の図書館と連携して、団体貸出や宅配貸出サービスを実施している。

⑮ボランティアや協力者の養成・スキルアップ講習会等の実施（再掲）
・高知声と点字の図書館と連携して研修を実施している。

⑪ブックリストの作成・提供（再掲）
（課題）
・窓口が繁忙になってきて、十分に行えなくなってきているので、体制の確立が必要。

⑫録音図書の提供（デイジー等）（再掲）
（課題）
・サービスの周知が必要。

⑬対面音訳サービスの実施（再掲）
（課題）
・サービスの周知が必要。

⑭貸出サービスの充実（再掲）
・サービスの周知が必要。

⑮ボランティアや協力者の養成・スキルアップ講習会等の実施（再掲）
（課題）
・専門的な資料に対応できるボランティアが少ない。

　オーテピア高知図書館は、子どもたちの読書習慣の定着や読書環境・情報環境等の一層の充実・活性化を図るため、関係機関と協力・連携しながら、サービスの充実・強化に取り組みます。
　また、子どもに小さいころから読書に親しむ習慣を身に付けてもらうため、乳幼児期から本に触れる機会の提供や読書の魅力を発信する人材育成などを行います。また、市町村立図書館等への協力貸出や市町村職員等を対象とした研修を実施することなどにより、市町村立図書館等に対する支援を行います。

県
立
図
書
館

具
体
的
な
取
組
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第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

４　オーテピア高知図書館による読書環境の充実・強化

（２）市町村立図書館等への支援

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考
①児童書の全点購入による選書支援
市町村図書館や学校等が本の選定の際に、参考にできるよう、出版される児童書を全て購入し、展示しま
す。また、県内での巡回展示も実施します。

②調査研究に必要な資料の提供
　市町村立図書館職員をはじめとする読書活動推進に携わる人が調査研究できる図書等を提供します。

③市町村のニーズに応える資料の収集・提供
　市町村立図書館等に対する協力貸出用の資料を収集し、提供します。

④巡回訪問や依頼訪問等による支援
　県の東部、中央、西部の各ブロックの担当司書を配置し、市町村立図書館等への巡回訪問や依頼訪問等
により、運営やサービスの充実に向けた相談等の支援を行います。

⑤協力貸出、レファレンス・サービスへの協力支援
　市町村立図書館等から地域の学校等へ団体貸出できるよう、学校図書館自身、市町村図書館自身の蔵書
の充実を促すとともに、児童図書をまとめて貸し出す長期一括貸出等を行います。また、市町村立図書館等
の図書館資料では十分な調査・回答が困難なレファレンス・サービスへの協力や助言を行います。

①児童書の全点購入による選書支援
・市町村立図書館や学校図書館が図書選定の際に実際に見て参考にできるよう、児
童図書を全点購入し、H30.9から選定見本として展示を行った。

②調査研究に必要な資料の提供
・読書活動推進に携わる人が調査研究できる図書等を多く購入した。

③市町村のニーズに応える資料の収集・提供
・市町村支援や移動図書館専用の資料の収集に取り組んでいる。

④巡回訪問や依頼訪問等による支援
・訪問による業務相談や職員派遣研修を実施した。

⑤協力貸出、レファレンス・サービスへの協力支援
・学校の授業等でニーズの高い資料の収集・提供に努めている。

①児童書の全点購入による選書支援
（成果）
・児童図書選定支援コーナーの利用：延べ22団体　75人
（課題）
全点購入した児童書の巡回展示の準備を行う必要がある。
②調査研究に必要な資料の提供
（成果）
・調査研究用図書の購入冊数（県立図書館分。選定支援・ＢＭ除く）：119冊（H31.3 末時点）
（課題）
・調査研究用図書の購入を継続し、充実をはかる。
③市町村のニーズに応える資料の収集・提供
（成果）
・蔵書冊数：50,495冊　
（課題）
・継続的な収集により、更なる充実が必要である。
④巡回訪問や依頼訪問等による支援
（成果）
・訪問回数：のべ69回　　依頼訪問回数：6回
（課題）
・継続的な実施が必要である。
⑤協力貸出、レファレンス・サービスへの協力支援
（成果）
・支援用児童書の購入冊数：2,470冊（移動図書館用を含む）
（課題）
・学校図書館、市町村図書館自身の蔵書の充実が必要である。　

⑥児童書に関する情報収集と提供
　子どもに対するサービスの取組等、様々な情報を収集するとともに、市町村立図書館等へ児童書選定の参
考になる情報を発信します。

⑦企画展示の実施
　市町村立図書館等における企画展示の実施を支援するため、資料やブックリストなどを一括して貸出・提供
します。

⑧相互貸借の活性化
　図書館の間で、資料の貸出を行う相互貸借を活性化するため、図書館情報システム未導入の市町村立図
書館等の所蔵情報を収集し、県内図書館横断システムで所蔵状況を検索できるようにします。

⑨物流便による資料の配送（再掲）
　休館日を除き、毎日、協力貸出や相互貸借の資料を市町村に配送します。

⑩アウトリーチ・サービスの実施
　県内の図書館やボランティア等と連携し、読み聞かせや本の紹介等を行う出前図書館や講座を実施しま
す。出前図書館等を通じて、市町村立図書館職員等とともに積極的に図書館の活用に向けた「提案」やサー
ビスの「周知」を行います。

⑥児童書に関する情報収集と提供
・ＳａｒｉＳａｒｉ通信を毎月１回発行し、収集した情報を発信している。

⑦企画展示の実施
・企画展示用の図書セットを作成している。

⑧相互貸借の活性化
・図書館情報システム未導入の所蔵情報の横断検索システムによる提供は実施でき
ていない。

⑨物流便による資料の配送（再掲）
・実施している

⑩アウトリーチ・サービスの実施
・未実施

⑥児童書に関する情報収集と提供
（成果）
・ＳａｒｉＳａｒｉ通信を毎月１回発行（ホームページにも掲載）した。
⑦企画展示の実施
（課題）
・資料の充実と、市町村立図書館への周知が必要である。
⑧相互貸借の活性化
（課題）
・実施方法等を含め引き続き検討が必要である。　
⑨物流便による資料の配送（再掲）
（成果）
・送付総冊数：99,019冊（返送を含む全体数）
（課題）
・県立学校に対するサービスの周知が必要である。
⑩アウトリーチ・サービスの実施
（課題）
・窓口繁忙のため、アウトリーチを実施する体制の整備が必要である。

⑪市町村立図書館の職員等に対する研修会の実施
　市町村立図書館の職員等に対して、高知県図書館職員研修や個別テーマに応じた研修等を実施し、人材
の育成を図ります。

⑫児童サービス研修会等の実施
　市町村立図書館等の司書やその他のスタッフ向けの研修会を実施し、ボランティアや協力者等に対して、読
書活動の指導や研修会等の講師ができる人材を養成します。また、ボランティアや学校関係者への講座や研
修を教育委員会の学校担当関係部局と連携・協力することにより実施し、人材の育成に努めます。

⑬図書館活用講座の実施
　図書館の本の探し方・調べ方を学び、情報リテラシー（情報の収集・整理・評価・活用の方法・知識）を向上さ
せる講座を実施します。

⑭広報誌への掲載等
　市町村立図書館等を通じて受けられる図書館サービス（市町村立図書館等への協力貸出等）の情報を市町
村の発行する広報誌に掲載するなど、周知を図ります。

⑪市町村立図書館の職員等に対する研修会の実施
オーテピア高知図書館職員研修への受入れや、職員派遣研修（どこでも研修）を実
施している。

⑫児童サービス研修会等の実施
オーテピア高知図書館職員研修への受入れを実施している。

⑬図書館活用講座の実施
図書館の活用法や、図書館の蔵書検索、ウェブサイト、データベースなどの情報検
索、情報収集、著作権に関する知識等を習得するための講座として、「図書館活用講
座」を実施した。

⑭広報誌への掲載等
・市町村立図書館、教育委員会への働きかけを行うとともに、オーテピア高知図書館
からの広報も強化している。

⑪市町村立図書館の職員等に対する研修会の実施
（成果）
・図書館サービス研修（総合編）：参加者35名
・市町村図書館出張研修（2会場×2回）：参加者のべ94名
・どこでも研修：実施回数6回
・ブロック別研修会（3会場）：参加者数41名
（課題）
・職員の育成が必要である。

⑫児童サービス研修会等の実施
（成果）
・児童サービス研修会：市町村参加者45名
（課題）
・継続的な実施が必要である。

⑬図書館活用講座の実施
（成果）
10～３月まで延べ６回実施した。

⑭広報誌への掲載等
（成果）
・サービスチラシを作成し、市町村立図書館等へ配布した。
・市町村立図書館向けブログを開設した。
（課題）
・複数の広報媒体による継続的な広報が必要である。

　市町村立図書館等は、子どもが気軽に本と出会い、読書の楽しさを味わうことのできる地域に密着した施設です。
　オーテピア高知図書館は、市町村立図書館等が地域の中核的施設として、子どもが本に親しみ、生涯にわたる読書習慣を身に付けることができるよう、市町村立図書館等と連携しながら、読書活動の推進のために環境の整備、機能の充実を支援していきます。また、市町村立図書館等が行う地域の民間団体や読書
ボランティア等との連携による子どもの読書活動の取組に対しても支援を行います。

県
立
図
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館

具
体
的
な
取
組
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第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

４　オーテピア高知図書館による読書環境の充実・強化

（３）学校図書館との連携・協力

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考

県
立
図
書
館

具
体
的
な
取
組

①市町村立図書館等へのまとめ貸し
　市町村立図書館等が当該の市町村立学校に図書を貸し出す際に必要な本を市町村立図書館
等に貸出します。

②訪問支援・研修
　市町村立図書館等の職員と一緒に訪問を行い、運営やサービスの充実に向けた相談等の支援
を行います。また、市町村立図書館等の職員やスタッフが、市町村立の学校図書館にアドバイス
ができるように県立図書館職員等による研修を行います。

③パスファインダーやブックリストの作成・提供
　市町村立学校図書館等が児童・生徒に対して、適切に指導できるようにパスファインダーやブッ
クリストを作成し、提供します。また、その作成方法についての研修を行ったり、範例となるものを
提供したりします。

①市町村立図書館等へのまとめ貸し
・市町村支援専用資料の充実に努めている。

②訪問支援・研修
・市町村立図書館等において対応し、支援の要望があれば対応している。

③パスファインダーやブックリストの作成・提供
・セット貸出用図書のブックリストを作成している。

①市町村立図書館等へのまとめ貸し
（成果）
・まとめ貸し冊数（学校以外の利用も含む）：2,539冊
（課題）
・学校、市町村立図書館自身の蔵書の充実が必要である。

②訪問支援・研修
（成果）
・実施回数　1回（除籍図書選定支援）
（課題）
・図書館未設置町村での学校図書館支援体制の確立が必要である。

③パスファインダーやブックリストの作成・提供
（成果）
・新規児童書セット数：5セット
・図書館未設置町村の学校に対し、買替え用図書のブックリストを作成・提供。
（課題）
・セット貸出図書の充実が必要である。

   オーテピア高知図書館では、市民図書館と県立図書館が役割分担し、県立学校等へのサービスは、県立図書館が学校図書館と連携しながら担い、子どもたちの学びを支えるとともに、図書館の運営やサービスの充実に向けた支援を行います。
　高知市以外の市町村立学校は、各市町村立図書館等と県立図書館が連携・協力して支援します。また、高知県立図書館は、県内市町村立図書館等が市町村立学校を効果的に支援できるよう、技術的な助言、資料の選定への助言等を行います。
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第３章　　子どもの読書活動推進のための具体的な取組

５　子どもの読書活動を推進する人材の育成

担当課 計画の記載内容 平成30年度の実施状況 成果と課題 備考

生
涯
学
習
課

①読書ボランティアの養成　
　地域や保育所・幼稚園、学校等で読み聞かせ等を行う読書ボランティアの育成、資質向上を図るために、
研修や情報交換会を実施するとともに、市町村における読書ボランティアの養成を促します。
　また、読書ボランティア活動調査を隔年で行い、活動状況を把握するとともに、読書ボランティアの組織化を
支援することにより、活動の活性化を図ります。
　　【重】・読書ボランティア養成講座

②読書ボランティアリーダーの養成と組織化
　読書ボランティアとして活動されている方々の資質向上を図るため、より専門的な研修を実　施し、読書ボラ
ンティアの核となる人材を育てるとともに、県内読書ボランティアグループの組織化を図ります。
　また、読書ボランティアグループが地域学校協働本部の活動へ関わる仕組みづくりを進め学校と連携しな
がら地域全体で子どもたちを見守り育てる活動への参加を支援します。
　　【重】・読書ボランティア機能強化事業

③子ども司書養成講座の実施
　小・中学校における読書活動を活性化するために、子ども司書養成講座を開催し、学校図書館の環境整備
や読書に関する広報・啓発に取り組む子どもの読書活動推進リーダーを育成します。
　また、子ども司書と図書館司書等のつながりを強め、市町村や学校での読書環境の強化を図ります。
　　【重】・子ども司書養成事業

①読書ボランティアの養成　
・読書ボランティア養成講座実施
【地区別講座】　県内3地区×2回
　西部：10/7 四万十町立図書館大正分館 、12/16 四万十町立図書館
  中部：9/9 高知こどもの図書館 、10/28 高知子どもの図書館 
　東部：9/24 香美市基幹集落センター 、11/4 香美市図書館 1
 　（内容）
　　　・子どもと本を結ぶ大人の役割、選書の大切さ、読み聞かせに適した絵本等の紹介、おはなし会の
実践
　【全体講演会】 11/11 高知県立大学永国寺キャンパス 
     講師：小宮 由氏《翻訳家》）
　【出張講座】年2回
　　　高知市立久重小学校、宿毛市総合社会福祉センター

②読書ボランティアリーダーの養成と組織化
・読書ボランティアの活動の活性化による子どもの読書活動推進のため、「高知県読書ボランティア登録
簿」の活用の啓発を実施。

③子ども司書養成講座の実施
・各市町村で子ども司書が養成されるよう、市町村教育長や読書活動担当者等へ啓発を行う。

①読書ボランティアの養成　
（成果）
・参加者数　地区別講座　８０人、出張講座　６８名、全体講演会　５１名　　計１９９名
・読み聞かせに関する知識や技能を得るだけでなく、ボランティア間の交流の場としても機能し、組
織化に向けたきっかけになっている。

（課題）
学校図書支援員などの学校図書館に関わっている方への講座の周知ができていなかったため、広
報の時期を早めるなどの工夫をする。

②読書ボランティアリーダーの養成と組織化
（成果）
・高知県読書ボラティア登録簿登録者数：164団体、1,451名（H29年度調べ）
（課題）
・読書環境の厳しい地域において読書活動の推進を図るため、読書活動を推進する人材を育成す
る必要がある。
・読書ボランティアを活性化するため、組織化を促す必要がある。
・地域学校協働本部に読み聞かせ活動が組み込まれている小・中学校数：135/242校（56％）

③子ども司書養成講座の実施
（成果）
講座参加者 ５５名（香美市18名,香南市9名,須崎市10名,津野町5名,四万十市4名,四万十町9名）
（課題）
子ども司書講座を行う市町村が増えるように、図書館職員への働きかけだけでなく、講座を実施す
るノウハウの共有や技術の向上など支援する必要がある。

高
等
・
教
セ
・
県
図

⑨教職員等の学校図書館活用力の向上
　学校図書館協議会・大学等と連携した研修会の実施を通して、学校図書館担当者等の資質向上に取り組
みます。また、オーテピア高知図書館では、県立学校の教職員からの学校図書館の活用に関する相談やレ
ファレンス（調べもの）などへの支援を行ったり、学校図書館の資料選定に役立つ情報や資料を提供します。
　県教育センターでは、幼保研修において、絵本の果たす役割や読み聞かせの技術等について講義・演習を
実施するとともに、若年教員研修において、学校図書館の機能を説明し、活用を推進します。

⑨教職員等の学校図書館活用力の向上
（高等学校課）
　・「司書教諭及び司書の指導力向上事業に係る研究協議会Ⅰ」（5月15日 28名）
　　内容：図書館管理システムの運用及び管理について
　・「司書教諭及び司書の指導力向上事業に係る研究協議会Ⅱ」（10月25日 19名）
　　内容：講義「探究的な学習と図書館」
　　講師：オーテピア高知図書館 専門企画員 山重壮一 氏

（教育センター）
　・幼保研修において、保育技術専門講座Ⅳを実施（平成30年10月16日（火））
　　講師：①高知県教育委員会事務局生涯学習課
　　　　　　「『第三次高知県子ども読書活動推進計画』について」
　　　　　　②絵本研究所　主宰　玉置 友子 氏
　　　　　　「乳幼児期に、絵本の果たす役割」
　　受講者数：163名
・若年教員研修では「若年教員研修のしおり」（配付冊子）に「読書活動と学校図書館」という項目で、読書
活動の大切さと学校図書館の機能と利活用についての内容を掲載し、「OJTプログラム」にも「学校図書
館の活用方法及び読書指導」という研修を位置づけ、各学校で学校図書館を利用した授業のあり方につ
いて研修を推進するようにしている。

⑨教職員等の学校図書館活用力の向上
（高等学校課）
（成果）
・「司書教諭及び司書の指導力向上事業に係る研究協議会Ⅰ・Ⅱ」では、学校図書館の活用をテー
マに、講義や図書館管理システムに関する研修を継続して実施した。特に、研究協議会Ⅱについて
は、学校図書館の組織的な活用に向け、必要な情報の共有化を図ることができた。
（課題）
・学校図書館の活用率向上及び探究的な学習の充実に向け、各教科等の年間指導計画に学校図
書館の活用を組み込むなど、さらに組織的、計画的な取組を進めることが必要である。

（教育センター）
（成果）
・幼保研修では、講義・演習から、幼少期の絵本との出会いの大切さを知るとともに、絵本の内容を
しっかり吟味し読み聞かせをすることの大切さにも気づいた受講者が多かった。
・初任者研修では、「若年教員研修のしおり」で学校図書館を活用する意義を解説し、「OJTプログラ
ム」によって、実際に学校図書館を利用した授業のあり方について研修をするという体制ができた。
（課題）
・幼保研修では、読み聞かせについての園としての取組を調査し、講義内容に生かせるようにする
必要がある。
・若年教員研修では、配置校において、学校図書館を利用した授業等についての研修がどの程度
なされているかの把握ができていない。

　子どもの読書活動を推進するために、読書活動に携わる市町村立図書館等の専門職員の資質向上に取り組むとともに、子どもと本を結びつける人材の育成及び組織化を図ります。また、学校等へは、読書活動の取組に関する先進的な情報を機会あるごとに紹介するとともに、読書活動の意義や重要性、学習活動との関わり等に関
する研修の場を設け、学校図書館担当者等に働きかけます。

具
体
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④読み聞かせ研修会や講座の実施（再掲）
　オーテピア高知図書館では、保護者やボランティアなどを対象とした読み聞かせ研修会や講習会を実施し
ます。

⑤市町村立図書館の職員等に対する研修会の実施（再掲）
　オーテピア高知図書館は、市町村立図書館の職員等に対して、高知県図書館職員研修や個別テーマに応
じた研修等を実施し、人材の育成を図ります。

⑥児童サービス研修会等の実施（再掲）
　オーテピア高知図書館は、市町村立図書館等の司書やその他のスタッフ向けの研修会 を実施し、ボラン
ティアや協力者等に対して読書活動の指導や研修会等の講師ができる人材を養成します。また、ボランティ
アや学校関係者への講座や研修を教育委員会の学校担当関係部局と連携・協力することにより実施し、人
材の育成に努めます。

⑦図書館活用講座の実施（再掲）
　オーテピア高知図書館は、図書館の本の探し方・調べ方を学び情報リテラシー（情報の収集・整理・評価・
活用の方法・知識）を向上させる講座を実施します。

⑧調査研究に必要な資料の提供（再掲）
　オーテピア高知図書館は、市町村立図書館職員をはじめとする読書活動推進に携わる人が調査研究でき
る図書等を提供します。

④読み聞かせ研修会や講座の実施（再掲）
・ストーリーテリング勉強会を開催した。
・「楽しみながら学ぶおはなしの連続講座　Ⅳ」を共催として開催した。（主催：高知市こども読書ボランティ
アの会・豆の木）

⑤市町村立図書館の職員等に対する研修会の実施
オーテピア高知図書館職員研修への受入れや、職員派遣研修（どこでも研修）を実施している。

⑥児童サービス研修会等の実施
オーテピア高知図書館職員研修への受入れや、勉強会を実施している。

⑦図書館活用講座の実施（再掲）
図書館の活用法や、図書館の蔵書検索、ウェブサイト、データベースなどの情報検索、情報収集、著作
権に関する知識等を習得するための講座として、「図書館活用講座」を実施した。

⑧調査研究に必要な資料の提供（再掲）
・読書活動推進に携わる人が調査研究できる図書等を多く購入した。　

④読み聞かせ研修会や講座の実施（再掲）
（成果）
・楽しみながら学ぶおはなしの連続講座　Ⅳ　述べ7回　参加188人
・ストーリーテリング勉強会　延べ7回　参加57人

⑤市町村立図書館の職員等に対する研修会の実施（再掲）
（成果）
・図書館サービス研修（総合編）：参加者35名
・市町村図書館出張研修（2会場×2回）：参加者のべ94名
・どこでも研修：実施回数6回
・ブロック別研修会（3会場）：参加者数41名
（課題）
・職員の育成が必要である。

⑥児童サービス研修会等の実施（再掲）
（成果）
・児童サービス研修会：市町村参加者45名
・ストーリーテリング勉強会：参加者数
（課題）
・継続的な実施が必要である。

⑦図書館活用講座の実施（再掲）
10～３月まで延べ６回実施した。

⑧調査研究に必要な資料の提供（再掲）
（成果）
・調査研究用図書の購入冊数（県立図書館分。選定支援・ＢＭ除く）：119冊（H31.3 末時点）
（課題）
・調査研究用図書の購入を継続し充実を図る。　
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